
ハレとケを紡ぐガイドライン
～清水銀座通り商店街における、防火建築帯に倣う通りと建築の継承作法～

1. 対象地域－清水銀座通り
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清水銀座商店街

清水銀座商店街は、かつて東海道五十三次 18宿目、「江尻宿」
の宿場町として栄え、巴川・清水港との海運とともに賑わい
を見せていた。近年においても商店街として、地域住人の生
業を支える「目抜き通り」としての役割を担っていた。

清水銀座商店街

宿場町として栄えた町家形式の短冊状の街区構成が
現在にも残っている。建て替えが繰り返される中で
空き地が点在しているが、現れた場は、街へ開かれ
た余白としてのポテンシャルを持っていると考える。
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2. 現在にも残る街区の痕跡 3-1 通りを形成し、守ってきた防火建築帯

清水銀座商店街には沿道型防火建築帯が建ち並んでいる。防火帯建
築は、縦割りの所有区分の共同ビル形式になっているため、境壁や
多様なテクスチャーが立面へのアクセントを与えている。また、取
り壊しがなされた部分には、コンクリートブロックや、建物の外形
の跡などが荒々しく残り、時代の流れを表しながら、歴史を継承し
ていくオブジェクトやツールとしての役割を担っていると考える。
かつて通りに建ち並び景観を作っていた防火建築帯は、老朽化とと
もに人口の減少、建築の取り壊しが進み、歯抜け状態になり、駐車
場として使われる例が多く見られる。
　人々の暮らし、街を守るために作られた防火建築帯のあり方を見
直すことで通りを中心とした街全体を再構築できないだろうか。

3-2 防火帯建築に倣う空間の作り方
繋がりを生む屋上

増築のガイドとしての柱 下層へ光を届ける光庭

増減築の痕跡として現れる建物外形所有割りを示す境壁

街を一望する屋上

横へとつながる連続バルコニー 安心感のある歩行空間

横へのつながりを可能にする梁

可変性のあるコンクリートブロック壁

建築として残るRCフレーム

通りを望む連続窓 通りの一体感を演出するアーケード

通りの景観を整えるスカイライン

職住一体の縦割り構成

隠れ家のような裏テラス屋上から飛び出るペントハウス

4. 建築の更新の仕方
既存アーケード

新規空間

歴史を継承する境壁

新規RCフレーム
既存防火帯建築

既存店舗現況 更新のガイド 通りを見守る防火帯建築
通りの景観を形成してきた防火建築帯であるが、近年増
改築や取り壊しが進み歯抜け状態になったことで、通り
に対した立面・スカイラインに統一感がなくなってしまっ
ている。清水銀座商店街における防火帯建築の特徴であ
る、横のつながりが閉ざされてしまい、またシャッター
の下りている店舗が増え、当時の賑わいが感じられなく
なってしまっているのが現状である。

空き地となった場や減築がなされてしまった場所に新た
にRCフレームを挿入させることで、統一感のある建築
帯としてのガイドを形成する。テナントが減少すること
で取り壊しが進んでいる現状に対して、住み手がいない
中でも街に開かれた空間として機能できるだけではな
く、フレームが残り続けることで建築・街の歴史を継承
していくツールとしての役割を担う。

住み手や借り手は、フレームのガイドに沿って各々が空間
を作り出すことができ、そうして更新される建築帯は、時
代を表す象徴としてこの通り・街を見守っていく。入退去
が頻繁に繰り返される現代において、建築がこの場に残る
続けることで歴史の継承・新たなコミュニティの形を更新
していくことができるだろう。

5. 未来へとつなげる運営方法
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新規RCフレームの挿入（提案）
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現地調査のデータを参考に現在の建物の利
用状況を図式化すると店舗を営んでいても
その場に居住していない人、居住のみの人
など現存する建築の中でも利用率の低下が
窺える。

出来上がった空間にただテナントを募集す
るのではなく、上層部から徐々に入居希望
者を優先し、建築内でのコミュニティ形成
を大切にする。また店舗を開かない場合、
街に開かれた場として機能する。

建築の躯体がハブとなることで代わる代わ
る人が入れ替わりながら住人同士、住人と
街との関係が更新されていく。建築の存在
だけでなく、人と人との関係が街・通りを
築き上げていくことが期待できる。

6. 通りを核とした相関関係

10. 参道としての通りのあり方
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7.CASE1- 通りの核としての防火建築
かつて宿場町として繁栄していた頃に存在した橋下本陣跡・寺尾
本陣跡という歴史的に重要な建物跡地に計画する。本陣という歴
史的背景から清水銀座商店街振興組合の事務所を中心に銭湯など
周辺住人が集えるような街の核としてプログラムを計画する。
また、組合が運営するレンタルスペースには商いを体験してみた
い主婦・出張店舗として・趣味の延長など気軽にチャレンジショッ
プを開催できる環境を整えることで街と住人が一体となり通りに
賑わいをもたらしてくれるだろう。

8.CASE2- 新たな職住一体を作る防火建築
清水銀座通りの防火帯建築の特徴である、職住一体の建物構成か
ら新たな職住一体を作ることを目的として計画する。それぞれの
店舗が単体で運営している現状を店舗同士、訪れた人が参加しな
がら通りの賑わいを作り上げていくことができる。また街区の特
徴から街の裏庭として開かれた場の創出、ヒューマンスケールの
路地を作ることで、通りの軸と直行にも新たな軸を作り上げ、裏
との関係を築くこともできる計画である。
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通りの裏として地域住人の憩いの場となる

通りの裏として地域住人の憩いの場となる

スロープを登りながら巴川への眺望

屋上から街並みを望む

広い屋上空間を生かした菜園

住人同士で発生するアクティビティ 通りから引き込むガラス面 暮らしを照らす光庭 通りを挟んで視線のつながりを築くバッファー空間としてのバルコニー ベンチなどのファニチャーとしての役割を持つバルコニーで横のつながりを築く

ヒューマンスケールの路地空間

プライバシーを守る裏テラス

増改築のガイドとしての躯体

各々がデザインできるペントハウス

職住近接の構成

気持ちの良い南面テラス

採れた野菜を店舗で販売 光庭からの採光が空間を象徴的に映す 広い屋上では、街のコミュニティの場として機能する 自然を感じるインナーテラス通りでの様子を眺める 住戸内に十分な採光を届ける

新規のRCフレームが増改築のガイドとなる

煙突効果を促す大きな吹き抜け

通りからの抜け

裏に残る躯体屋上に突き出る柱

街の中庭日差しを届ける光庭

路地を抜ける1階ファブラボでの活動インナーテラスから見下ろす 光庭のある住戸 通りを見通す

9. 通りを支える小さな要素

現状の防火帯建築には階段室や外階段がつ
いている建物が見受けられず、所有区画内
に内部階段がそれぞれの住戸に取り付けら
れているため、横の関係が築かれていない
現状である。それが居住者が 1階分の空き
店舗にテナント募集しない理由の一つにも
なっている。またそれだけではなく、通り
と建築上層部との関係が希薄になっている
ようにも感じる。
これらの要素から、フレームと同時に新た
に外階段を取り付けることで、断面的な関
係の構築を望む。また取り付けた外階段は、
単に人を繋ぎとめるだけではなく、本来の
防火帯建築の “災害から人と街を守る” と
いうコンセプトから直通階段、広い屋上空
間が災害時に街の避難場所の象徴として機
能することも目的である。

現在、清水銀座通りは一貫し
て直線的であるため、人々の
たまるスペースがない。本計
画では、パークレットを設け
ることで車両の速度軽減、歩
道における静と動の活動を受
け入れる溜まりを創出すると
共に、人々の動きに律動を生
み出す。溜まりができること
で通り過ぎていく人々に建築
内との関係の構築を促す。
また路地空間にも舗装を延長
させることで、車道、歩道、
中庭へと表と裏の空間をグラ
デーショナルに連続させる計
画である。

街を守る外部階段 平面的繋がりの作り方
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清水銀座通りは魚町稲荷神社の参道でもある。魚町稲荷神社は天正６年、現江尻小学校の敷地に建てた、江尻城の鎮護の神として造営された。それ以来この街を見
守り続けてきた。今もなお、サッカー神社として多くの人が訪れる地でもある。かつて宿場町であったときは、多くの人で賑わう東海道を通り神社へ参拝した。防
火建築帯が建築された当時も、通りは多くの露店や店で賑わいを見せていた。
参道は神の道でもあり、人の道でもある。通りに対し、建物群が面を形成することにより、道空間を際立たせ象徴性が生まれる。また、縁日や祭りなどのハレのみ
でなく、日常的に人々に利用され、愛される通りこそ参道であり、建立当時で言う「目抜き通り」であったのではないだろうか。
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